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3-１ 基本情報技術者試験の対象者像 

基本情報技術者試験の対象者像は，次のように規定されています。業務と役割，

期待する技術水準，レベル対応も示されています。 

 

対象者像 
高度 IT 人材となるために必要な基本的知識・技能をもち，実践的な活用

能力を身に付けた者 

業務と 

役割 

基本戦略立案又は IT ソリューション・製品・サービスを実現する業務に

従事し，上位者の指導の下に，次のいずれかの役割を果たす。 

1．需要者（企業経営，社会システム）が直面する課題に対して，情報技

術を活用した戦略立案に参加する。 

2．システムの設計・開発を行い，又は汎用製品の最適組合せ（インテグ

レーション）によって，信頼性・生産性の高いシステムを構築する。

また，その安定的な運用サービスの実現に貢献する。 

期待する 

技術水準 

1．情報技術を活用した戦略立案に関し，担当業務に応じて次の知識・技

能が要求される。 

① 対象とする業種・業務に関する基本的な事項を理解し，担当業務

に活用できる。 

② 上位者の指導の下に，情報戦略に関する予測・分析・評価ができ

る。 

③ 上位者の指導の下に，提案活動に参加できる。 

 

2．システムの設計・開発・運用に関し，担当業務に応じて次の知識・技

能が要求される。 

① 情報技術全般に関する基本的な事項を理解し，担当業務に活用で

きる。 

② 上位者の指導の下に，システムの設計・開発・運用ができる。 

③ 上位者の指導の下に，ソフトウェアを設計できる。 

④ 上位者の方針を理解し，自らソフトウェアを開発できる。
 

レベル 

対応 

共通キャリア・スキルフレームワークの 5 人材像（ストラテジスト，シ

ステムアーキテクト，サービスマネージャ，プロジェクトマネージャ，テ

クニカルスペシャリスト）のレベル 2 に相当 

図表 10 基本情報技術者試験の対象者像 

 

 

３．基本情報技術者試験の概要 
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(２) 午後試験 

午後試験では，次の出題範囲に基づいて課題発見能力，抽象化能力，課題解決

能力などの“技能”が問われます（平成 25 年 4 月改訂）。 

 

１ コンピュータシステムに関すること 

① ハードウェア 

数値・文字・画像・音声の表現，処理装置，記憶装置と媒体，入出力装置，命令

実行方式，アドレス方式，システム構成 など 

② ソフトウェア 

OS，ミドルウェア，アプリケーションソフトウェア，言語処理ツール など 

③ データベース 

データベースの種類と特徴，データモデル，正規化，DBMS，データベース言語（SQL）

など 

④ ネットワーク 

ネットワーク構成，インターネット，イントラネット，プロトコル，データ通信， 

伝送制御 など 

 

２ 情報セキュリティに関すること 

情報セキュリティポリシ，情報セキュリティマネジメント，データベースセキュリテ

ィ，ネットワークセキュリティ，アプリケーションセキュリティ，物理的セキュリティ，

アクセス管理，暗号，認証，不正アクセス対策，マルウェア対策（コンピュータウイル

ス，ボット，スパイウェアほか），個人情報保護 など 

 

３ データ構造及びアルゴリズムに関すること 

配列，リスト構造，木構造，グラフ，整列，探索，数値計算，文字列処理，図形処理，

ファイル処理，計算量，誤差 など 

 

４ ソフトウェア設計に関すること 

ソフトウェア要件定義，ソフトウェア方式設計，ソフトウェア詳細設計，構造化設計，

モジュール設計，オブジェクト指向設計，Web アプリケーション設計，テスト計画，

ヒューマンインタフェース など 

 

５ ソフトウェア開発に関すること 

プログラミング（C，COBOL，Java，アセンブラ言語，表計算ソフト），テスト，デバ

ッグ など 

 

６ マネジメントに関すること 

① プロジェクトマネジメント 

プロジェクト計画，見積手法，品質管理，スケジュール管理，コスト管理，要員

管理，リスク管理 など 

② サービスマネジメント 

サービスマネジメントプロセス（サービスレベル管理，サービス継続及び可用性

管理，キャパシティ管理，インシデント及びサービス要求管理，問題管理，変更管

理ほか），サービスの運用（システム運用管理，運用オペレーション，サービスデ

スク） など 
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４-１ 試験内容について 

既に述べたように，平成 26 年度春期試験からセキュリティ分野が非常に重視

されましたので，この分野の問題については全て解答し，用語の意味などを確実

に理解してください。特に，午後試験では，情報セキュリティとデータ構造及び

アルゴリズムの 2 問が必須になりましたので，時間配分などに気をつけて確実に

得点できるように対策する必要があります。 

 

４-２ 出題内容について 

(１) 午前試験 

午前問題は幅広い出題範囲から出題されますが，テクノロジ系の問題比率が約

60％と高い割合になっています。新試験制度で加わった分野として，ヒューマン

インタフェース，マルチメディアがありますが，それぞれ出題比率は高くありま

せん。対策としては，出題数が多いセキュリティ，基礎理論，コンピュータシス

テム分野の問題を中心に，データベース，ネットワーク分野を重点的に対策して

ください。システム開発技術では，オブジェクト指向やテスト技法など過去に出

題された問題は少なくとも理解してください。 

プロジェクトマネジメントについては，試験範囲が国際規格に対応するように

改訂されましたが，これまでの出題内容どおり，今後も日程管理やコスト管理を

中心とした内容が中心になっており，傾向は変わらないと思われます。また，サ

ービスマネジメントの試験範囲も国際規格に対応するように改訂されましたが，

これまでサービスマネジメントのプロセス概要やシステムの運用管理に関する出

題が多く，今後もこの傾向は変わらないと思われます。ストラテジ系の内容は用

語の意味が分かれば解答できる問題も多いので，新しい用語・知らない用語を中

心に学習を進めましょう。 

出題範囲は広がりましたが，午前試験は 60％の正解で合格基準点に達しますの

で，確実に解答できる内容を一つずつ増やしていくことが大切です。 

 

(２) 午後試験 

午後問題は知識だけで解答できる設問は少なく，問題文の事例に知識を応用す

る形式になっています。テクノロジ系の問題は，午前試験レベルの知識がしっか

り理解できていないと高得点を取るのは難しいですが，逆に午前試験対策をしっ

 

４．平成 27 年度秋期の試験に向けて 
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今回の平成 27 年度春期では，基本情報技術者試験やほかの試験区分の過去問

題（改変を含む）の出題が 64％程度ありました。その内訳は，前回の平成 26年

度秋期と同様，同じ基本情報技術者試験の過去問題からの出題比率が高く，76.4％

と大半を占めていました。今後も，過去問題を解くことが合格への近道になりま

す。全体的な難易度は例年並みでした。 

 

(３) 午後試験について 

今回の平成 27 年度春期の午後問題では，問 1 の「情報セキュリティ」が必須

問題，問 2～4 は「ソフトウェア」，「データベース」，「ネットワーク」の分野が

出題され，「ハードウェア」の分野が出題されませんでした。また，問 6 は「プ

ロジェクトマネジメント」の分野が出題されました（図表 18）。それぞれの問題

内容は図表 19 で確認してください。どの分野の問題が出題されてもある程度解

答できるように，学習分野の範囲を広げておく必要があります。 

 

問 
平成 24 年度

秋期 

平成 25 年度

春期 

平成 25 年度

秋期 

平成 26 年度

春期 

平成 26 年度

秋期 

平成 27 年度 

春期 

問 1 ソフトウェア ハードウェア ハードウェア 情報セキュリティ 情報セキュリティ情報セキュリティ

問 2 データベース ソフトウェア データベース ハードウェア ハードウェア ソフトウェア 

問 3 ネットワーク データベース ネットワーク ソフトウェア ソフトウェア データベース 

問 4 情報セキュリティ 情報セキュリティ 情報セキュリティ ネットワーク データベース ネットワーク 

問 5 ソフトウェア設計 

問 6 
サービス 

マネジメント

プロジェクト

マネジメント

プロジェクト

マネジメント

プロジェクト

マネジメント

サービス 

マネジメント

プロジェクト 

マネジメント 

問 7 
経営戦略・

企業と法務

経営戦略・

企業と法務
システム戦略

経営戦略・

企業と法務
システム戦略 システム戦略 

問 8 データ構造及びアルゴリズム 

問 9 ソフトウェア開発（C） 

問10 ソフトウェア開発（COBOL） 

問11 ソフトウェア開発（Java） 

問12 ソフトウェア開発（アセンブラ） 

問13 ソフトウェア開発（表計算） 

図表 18 平成 24 年度秋期～平成 27 年度春期 午後試験の出題分野 

  












